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1  1ま  し め に

昭和62年 ,十三湖に近接する低湿地帯の基盤整備後初年

目の水田で,幼穂形成期～出穂期にかけて水稲の葉身が急

激に褐色～暗褐色化し,そ の後 ,基部に向かって拡大する

葉身の褐変症状の発生がみられた。

この生育障害の発生要因の解明並びに被害軽減対策の資

料を得るために,昭和62,63年 の 2か年,調査,試験を実

施した。

2 調査・試験方法

(D 現地調査 : 昭和62,63年に生育障害の発生のみら
れた,青森県西津軽郡車力村富疱地区の水田の水稲の生育 ,

収量.稲体の養分濃度及び土壌養分等について調査した。

2)被害軽減対策試験 : 昭和62年に生育障害の発生が
強くみられた圃場で,63年 に現地試験を行った。

処理は,①無処理,②石灰 (土壌pH6 0を 目標とし,

苦土炭カルでpHを 矯正),③熔 リン (土壌pH6 0を 目

標とし,溶 リンでpHを矯正)の 3処理。

13)分析方法 : ①遊離酸化鉄-3%ハイドロサルファ
イトナトリウム含有,0 02M EDTA溶 液で70℃ ,15分
間保温浸出。②可給態鉄―pH4 8, lN酢 酸ナ トリウム

溶液で 2時間振とう。③活性 2価鉄―pH3 0, lM酢酸
ナトリウム溶液で 5分間振とう。④その他の項目は常法に

表 , 現地調査―その 1(昭和62年度 )

土壌採取 ―農試62年 4月 ,車力62年 10月 13日 。

よる。

3 調査・試験結果

0)葉身褐変症状の発生地域,状況及び圃場条件等 (デー
タ省略)

生育障害の発生は青森県西津軽郡車力村富疱地区の基盤

整備後 1～ 2年目の水田で発生がみられ,その症状は幼穂

形成期～出穂期にかけて葉身の先端が褐色～暗褐色化し,

その後 ,基部に向かって拡大した。

基盤整備後初年目は総面積80物のうち約20%の圃場に発

生したが,2年日は,その発生面積が約10%に減少し,か
つ,程度も初年目に比較して軽微であった。

地区の土壌は,全般的にみて,作土及び次層 (約30¨位
まで)の土性が砂壌土で,礫及び泥炭は含まれていない。
下層の土性は砂上～埴壌土であり,ほ とんどの地点で泥炭

がみられ,グ ライ土壌が主体である。

(a 現地調査

昭和62年度の調査結果を表 1に示した。葉身褐変の症状

が強まるに伴い,わ ら重が軽くなり,イ当りの籾数の減少 ,

登熟歩合の低下,千粒重の減少,屑米重歩合の増加等がみ

られ,減収割合が大きくなる傾向がみられた。生育障害発

生圃場の上壌pIIは 42～48と 低 く,可給態鉄含量が多
く,稲体の鉄濃度が高い値を示した。

昭和63年度の調査結果を表 2に示した。62年度に生育障
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車力 少 A 少 55 6 10 1 1,770

車力 少 B 少 55 8 21 0 1,980 1,720

車力・中 中 40 2 35 1 1,5,0 1,300

車力 多 多 320 20 5 2,630 2,260 47

車力・甚 甚 53 7 287 2,430 2,110

農試・無 A 無 72 2 76 1 72 4 49

農試・無 B 無 717 80 5 58 77 1 22 9 56

注 1)作物体採取―農試62年 9月 24日 .車力62年 9月 28日 ～ 30日
2)
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表2 現地調査― その 2(昭和60年度)
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1 多 無 むつほまれ 施用 88 5 74 5 222 56
2 多 毎

¨
アキヒカリ 施用 84 0 663 62 6

3 多 征
ヽ
むつはまれ 施用 93 8 319 52

4 多 鉦
ヽ
アキヒカリ 施用 85 5 75 4 74 8 52

5 多 多 むつはまれ 無 60 0 423 61 171 215 1,460 50 71

6 多 多 アキヒカリ 無 214 1,699 1 094

注   1)
2)

土壌改良資材の施用量はヽ 1～ 4圃場とも,
茎葉の鉄濃度は成熟期。

苦土石灰20,溶 リン10● /α。

表3 被害軽減対策 (昭和63年度)― その 1 生育,収量及び収量構成要素
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無処理 少 8 16 25

石  灰 無 8 16 175 27

熔 リン 無 8 16 165 65 8 812 22 9

表4 被害軽減対策 (昭和63年度)一 その 2 稲体の鉄濃度及び土壌の化学性

害の発生が強くみられた 6圃場について調査を行ったが ,
その中の 4圃場は63年にα当り苦土石灰20,熔 リン10た,施
用し,他の圃場は改良資材は施用しなかった。■壌改良資
材を施用した圃場では生育障害はみられなかったが,施用
しない圃場では強い生育障害がみられ,登熟歩合の低下 ,

千粒重の減少,屑米重歩合の増加等により20～30%減収し
た。障害発生圃場の上壌pIIは 50と 低 く,稲体の鉄濃度
が高い値を示した。

C)被害軽減対策試験
表 3, 4に は昭和63年に行った現地対策試験の結果を示
した。土壌pH6 0を目標とし,①苦土炭カル,②熔 リン
でpHを矯正した。土壌改良資材の施用により症状の発生
が抑制され,″当りの籾数の増加,登熟歩合の向上,千粒
重の増加がみられ,無改良区に比較して15～ 17%増収した。
資材の施用により土壌のpHが上昇し,可給態鉄含量が減
少し,稲体の鉄濃度が低下する傾向がみられたが,遊離酸
化鉄並びに活性二価鉄では処理の有無による差は認められ

なかった。

4 ま  と  め

水稲の葉身が急激に褐色～暗褐色化し,そ の後 ,基部に

向かって拡大する葉身の褐変症状の発生要因として,発生

圃場の稲体の鉄濃度及び土壌中の可給態鉄含量が著しく高

い値を示していることから,水稲による鉄の過剰吸収が考
えられた。

石灰及び熔リン等のアルカリ資材の施用により,土壌の

pHが上昇し,土壌中の可給態鉄合量並びに稲体の鉄濃度
が低下し,被害が軽減され,増収した。
このようなことから,対策としては,ア ルカリ資材の施

用により土壌pHを高め,鉄の異常吸収を抑制することが

重要と思われる。また,この地区の水田は基盤整備値後で ,
土壌中の塩基類の他に, リン酸やケイ酸も不足 (デ ータ省

略)しているので,土壌改良を行う際は,それらの養分の

補給をも考慮する必要がある。

処 理

茎葉の鉄濃度 (腰 ) 跡 地 土 壌 の 稲作期間中の上壌の

714 7 28 穂 揃 成 熟
pH
(H20)
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(%)

離
鉄
＞
化
％
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酸
＜
喘鰯⑩

pH(H20) 活性二価鉄
714 7 28 77 14 728

無 処 理 51 107 57 59

石  灰 55 61 63
熔 リ ン 78´ 1 01 64 64
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